- J のよう な 疑惑 は 思 い の 外に 執念深 いもので ある。 

「切符切り」 で バチンと やる というよ うな、 児戯に 類し 

た 空想 も、 思い切って 行為に 移さない 限り、 われわれ 

はる 

の アンニュイ のなかに、 外観 上の 年齢 を遙 かにな がく 

生き延びる。 とっくに 分別ので きた 大人が、 今 もな お 

熱心に —— 厚紙で サンド ウイ ツチの ように 挾んだ うえ 

から 一思いに 切って みたら？ —— こんな こと を 考え 

ている ので ある！ ところが、 最近、 ふとした ことか 

ばくろ 

ら、 この 空 想 の 致命的な 誤算が 曝露して しまった。 

元来、 猫 は 兎の ように 耳で 吊り下げられても、 そう 

痛 がらない。 引っ張る という ことに 対して は、 猫の 耳 



まれ 

ごく 稀に しか 悲鳴 を 発しない ので ある。 こんなと ころ 

から、 猫の 耳 は 不死身の ような 疑い を 受け、 ひいては 

「切符切り」 の 危険に も 曝される ので あるが、 ある 日、 

私 は 猫と 遊んで いる 最中に、 とうとう その 耳 を 嚙んで 

しまったの である。 これが 私の 発見だった ので ある。 

嚙 まれる や 否や、 その 下らない 奴 は、 直ちに 悲鳴 を あ 

げた。 私の 古い 空想 は その 場で 壊れて しまった。 猫 は 

耳を嚙 まれる のが 一番 痛い ので ある。 悲鳴 は 最も 微か 

なと ころから はじまる。 だんだん 強く する ほど、 だん 

だん 強く 鳴く。 Crescendo のうまく 出る —— なんだ 

か 木管楽器の ような 気がする。 



私の ながらくの 空想 は、 かくの 如くに して 消えて し 

まった。 しかし こういう ことに はき リ がない と 見える- 

この頃、 私 はまた 別な こと を 空想し はじめて いる。 

それ は、 猫の 爪 を みんな 切って しまう ので ある。 猫 

はどうなる だろう？ おそらく 彼 は 死んで しまう ので 

はなかろう か？ 

いつもの ように、 彼 は 木登り をしょう とする。 

ちが 

できない。 人の 裾 を 目が けて 跳び かかる。 —— 異ぅ。 

爪 を 研ごうと する。 なんにもない。 おそらく 彼 は 

こんな こと を 何度も やって みるに ちがいない。 そのた 

びに だんだん 今の 自分が 昔の 自分と 異 うこと に 気が つ 



この 空想 はいつ も 私 を 悲しく する。 その 全き 悲しみ 

のために、 この 結末の 妥当で あるか どうかと いう こと 

さえ、 私に とって は 問題で はなくな つてし まう。 しか 

し、 はたして、 爪 を 抜かれた 猫 はどうなる のだろう。 

眼 を 抜かれても、 髭 を 抜かれても 猫 は 生きて いるに ち 

がいない。 しかし、 柔らかい 躕 の、 鞘の なかに 隠さ 

かぎ あいくち 

れた、 鈎の ように 曲った、 匕首の ように 鋭い 爪！ こ 

れが この 動物の 活力で ぁリ、 智慧で あり、 精霊で あり、 

一 切で ある こと を 私 は 信じて 疑わない ので ある。 

ある 日 私 は 奇妙な 夢を見た。 

X —— という 女の人の 私室で ある。 この 女の人 は 平 
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